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魚群探知機(記録式首響測深機)による

スyレメイカ群閣の探知について

島 滑 吉 〈練習船北墨丸〉

DETECTION OF SQUID SCHOOL BY THE FISH-DETECTOR 

(RECORDING ECHO SOUNDER BY SUPER SONIC) 

Setkichi MISHIMA 

(Faculty of Fisheries， Hokkaido University) 

The author has tried the detection of ・squidschool by the初 calledfish-detector (Recording 

echo駒underby super sonic). 

According to the results obtained， the author knows that It is po鉛ibleto detect. the squid 
school by this fish-detector frori?， a fishing boat while drifting after sunset. In Fig.2_4 the 

shade9 parts squid school. The squid schools are known to be coming up near the surface of 
the sea by the record of the shade on the符raph.The 1胤rtsof the shade on the graph are 

proved to be the squid school by actual fishing of squirl胃・

1t is impossible to detect the squid sehools， if they are deeper thlln 50 meters by tlle fish 
de民ctorused. And it is difficult to detect them beも，weellthe sea surface and 8 m6ters deep. 

緒言

近年魚、群探知機が各種漁業に応用され着々成果を軟めて居るが、筆者も北海道大学水産学部練習船

北星丸に設備してある本機を利用する事によりスルメイカ群を探知し以て漁場選定に棄せんとして昭

和24年以来屡々試験を試みたのであるが、本機の増幅器改治以前は何等見るべき成果を挙げるととが

出来なかった。

然るに昭和25年4月、本機の二段増幅を三段に改遁以来、武蹴堆及び白神岬沖合惚於ける実験の記

錯を始めとし、周年12月上旬津軽海映に於て行った同様実験にて途に鮮明な探知記録を得るに至った

のである。

著者は道南スルメイカ漁業の重要性に鑑み、魚群探知機によるスルメイカ群の探知の可能性につい

で実験したが、その結果に依れば夜間に於ける魚群の推移を探知記録によ P把揮すると共に、記録般
況と鈎獲との関係を夜明することが出来た。剖ちとの実際結果によヲて漁場の良否を宇IJ別することが

出来、旧態依然たるスルメイカ漁法の非科学性を打破して将来該漁業に安定感を与え、合理的漁法実

現の光明が現はれるものと確信するものである。
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2 調査及び寛駿方法

魚、群探知機に記録される像は;魚及ひ・魚群を始めプラ y グトシ、クラグ、海藻等であると言はれて居

るが.その像の識別は実際水中に縫入して目撃するか漁獲(釣E妻、網獲)It::依り確認する以外にない。

，それ故本調査に於ては練習舶北星丸に設備した本機を使用して記鋒された像の飲態と実際漁獲の関係

を発見せんと努めた。

3 使用せる魚群探知機及び調査舶
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た本機の裏目はき欠の如くである。

る。北星丸に袈備せる著者が使用しガガガ分7TTアヘ

h3.1 SI:a怜MサCU，ω iiOKSふ M附.a.t刷叫

A……Trans mitter B……Sender C..・-…Reciever
D……Amplifier E……Indicator 

a)性，能

(1)型式…1号A型航路保安機、 (2)記録表示方式…漁式、 (3)測定可能範囲…Om_160m，Om-

1800m ぐ切換使用λ ぐの周波数…14.2KC、(5)菅波発振方式…蓄電器放置 ci威衰波〉磁歪式、 (6)
増幅器・…三段 (6C6 x 2， 6ZPI). (7)電源…l<:OV、(8)詮受波器…丸型、舶底取付式、取付位置…

水面下2回

b)調整

電源は主機関よ !)eコ直流を100Vに維持し記録は6V蓄電池二個を備え交互に使用した。受信感度は

60とした。これは感度高きに過ぎれば発振された菅波が表層附近に於ける乱反射に依る記録の為浅唐

の魚、群記録が打消される倶あ P、低きに過ぎる時は比電小なるスルメイカの反射率が低下し記録不鮮

明乃至は不能となる為両者を考慮し感度は60とした。

備実際の漁獲確認には本学部棟脅舶北星丸ぐ104噸2]，210馬力〉を使用し乗組員12名及び練習生3

名が漁携に従事した。漁具は現在操業舶が実際使用して居る“トンボ"及び“ハネ共"とし右舷及び

左舷に分ち夫々 9名及び6名を配し漁獲せしめた。
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4 賀験結果

昭和25年12月4日、6日、 7日の三日間葛登志燈台の

S EjE， 3.ノ8，S50oE，3.'7， SJ50E，3.'61亡於て夫々日

主主時 (J6時乃至17時30分〉に笑験をわーったが、その実験

中に得られた反響菅波の像は第2図乃手第4図の如くで、

ある。之等の図tとれて矢印は記録順序 、 霊的~f;:時肢の 1

分間盛であ P、核級は夫々水深の麿を示すものである。

水面下 Pm暦主主は一様の濃色を示して居るが、之は発振

菅波が71¥表面附近で古L反射するさ毛に生ヂるも のである。

第 2図は[2月4日の実験を示すもので、 E票?止漁j努開始

直後 20川府及び40m暦に濃厚なイカらしき二群が言E録さ
れてゐる。 20m磨の一群は漁携後一度沈下したが3_4分

後より浮上し始め 6分後には一時消失し間もなく照明燈

下の71¥表面に移動し17分後頃より再び沈下し始め 20"， 暦

乃至40川暦に記録されて居る。他の一群は 4(¥u府にあ P

之は4分後頃1<::一時途絶え 5_7分後には垂直的に広〈民

分布してゐる。而して 8分後には 20川庖の一群と同じく

水表面に移動し、 81Jl居t亡牧徴され、 l両1洋は合同 して 17

分後迄7)(表面近く浮上して居た。とのrbfll<::於ける-1カ釣

獲量をみるに漁務開始直後乃至7分後主主は二若手:共深層に

滋泳して居た為全員にて合計15賀、 1分IL11平均約 2買で

あったが 7分後乃至17分後の71¥表面に浮上した記釘の現

はれた時間に於ては約 120賞、 1分間]平均 8lfftであPイ

カの水面上をi浮世主ずるのが目撃された。 17分後乃至2J分

後iXl'i約4買で1分間平均1貿であった。t!Pち記録紙に

初め現はれた二群は何れもイカの群図で、ゐった事が認、め

らオ1るのである。

第3図は12月G日の実験記録であるが81ll宿が殆んE同
一濃色で、あるが2.5分後及。分後の記録に夫k イカの群ら

しきものが認められてゐる。而して斯かる記Jij，を示す場
合に於ては大なるイカの釣獲量なく 1分間平均約2貨

であった。 2.5分後及び 6分後の 1分間に於ける釣獲量

は夫々約 4貿及び3買であって、 この濃1'2の部分も亦イ

カの11手間であるととが認められた。
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Fig.3 
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賞l;4図は12月7日の記事i、であってそのイカ群団は波紋に移動してゐるのが見られる。BIJち釣獲量は
1分間平均10貨であって、イカ群団が Fm母以浅t亡浮上した場合に釣獲量多〈、夫k その短時間 (0.5

分間〕 に於て約口 5貨を漁獲し、2(‘m暦11:沈下した時は卒均約3.5}'fとなってゐる。叉次の瞬間8皿唐

以浅11:浮上した時は水面上にもイカの浮激するのが目撃され釣獲量が大となり 、叉次の腕附には釣獲

量減少し2(¥m曹に濃色の部分が記録されてゐる。

Fig.4 
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之等の反響脅波の記銘欣態と釣獲是正の!日]の関係を観察するt亡、イカ漁場に於てはその群団の反響

菅波は記録紙l亡現!1.れ之をi!tl1}JIJするこ とが可能であることが判るのである。

向本実験fC於て著者は次の如lき経験をねて居る。自]ち、(1)表!引亡浮上しi狩泳中のイカ群団は記録

紙上lL!jきではU!k5Jリ不能でわる。之はイカ11手剖が深j膏より表!晋へ浮上する行程に於てき史麿に近づくに従
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って群団が拡散して梼薄となP、表唐へ浮上すれぽ苧面妖態となP、水面下九の舶底にある選受波器

の探知l角度内に於けるイカの数量は上暦になる程少量tなる為である。叉発振音の乱反射による記録

が発振線より尾を51いて現はれる為、 t1、群が表唐附近に於て記録されたとしても、 ζの乱反射記録に

より打消されるととに起因するものであらうとも考えられる。 (2)イヵ群団は一般に探暦に於て濃厚

であるようである。即ちスルメイカは昼間深暦に蛸集していると謂はれ、日波時よ P次第に稀薄Eな

りつL表暦へ浮上する。然るにイカが沈下する時は表暦の稀薄な群も 30m""40m唐に於ーては蛸集して

濃厚な群固となるものと思はれる。 (3)探知可能な最大深度は50皿唐迄である。即ち現在の三段増幅

法では51、m暦以深に於ける群団は記録出来なかったコ併し増幅器を増強すれば或は探知可能かt思は

れるが将来の研究に侠たかぽたらたい。

(4)イカの浮上仔程中の記録は沈下行程の時よ P微弱である。之はイカ群団が浮上叉は沈下する際

の浮憐飲態又は速力が具る為とも考えられる。 (5)昼間及び航走中のイカ群団の探知lは不成功であっ

たが之等は今後に残された問題である。

4 結 き&
川町

日決後漂泊してイカ漁掛中、魚、群採失[:機(記録式音響ilItl深機〉によるイカ群団の探知可能なと正を

知った。f!.r.ちイヵ漁場に於て反響音波の記録紙上に現はれる濃色部分はイヵ群団と認め得られるo 市

してイヵ群団は40m菅乃至501ll菅以漢の府11:於ては明らかに認め得られる。又8m月号以浅の唐では反響

菅波の記録像に'よるイカ群団の識別は困難である。術音波の送受波器が水面下2mに装備されて居る関

係正水表面のイカ群団は目撃の外探知出来ない。

絡に臨み本文を車するに当り終始御懇篤なる御指導、御校聞を賜った本学部斎藤彰授、谷川彩授並

に実験に当り御協力を賜った北星丸乗組員一同に対し深甚の謝意を表するo

ぐ水産科学研究所業績第刊号)
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